
 
さいたま市立三室小学校 

学 校 だ よ り ２ 月 号 

令 和 ８ 年 １ 月 ３ ０ 日 

 

学校教育目標 自ら学び 心豊かに たくましく生きる児童の育成 

 

１・２年生は花笠、３年生は顔、４・５年生はアイテム、６年生は着物、というように役割分担

をして作りました。着物に使った布は図工の時間に染めたものです。みんなの思いがこもった「ま

もりねこ」が、大切な農作物を不思議な力で守ってくれるはずです。ぜひ、ねこの顔を見つめてみ

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春を待つ季節に 
校長 三島 公夫 

「自分の身は自分で守ることを意識できるようにしたい。」 

これは、１月２３日に実施した避難訓練の後の子どもの振り返りです。この避難訓練は、さいたま市

緑消防署の消防隊員さんたちの立会いの下、子どもたちには事前に実施する時間などを伝えずに行

いました。第２校時が終わり、子どもたちは校庭で遊んだり、図書館で本を読んだりするなど、思い思

いに過ごしています。そこに突然、緊急地震速報の音が流れます。子どもたちは自分が過ごしている場

所から自力で校庭に避難しなければなりません。 

「低学年の子が困っていたら、自分たちで助けたいと思った。」 

高学年の子どもの振り返りを読むと、一年間の総まとめとしての訓練は大きな成果を得て終えるこ

とができたと思いました。 

さて、２０１１（平成２３）年３月１１日に発生した東日本大震災とそれに伴う福島第一原子力発電所事

故。地震、津波、原子力災害により、たくさんの尊い命が失われました。今なお、故郷に戻ることが叶わ

ず、避難を余儀なくされている方々も数多くいらっしゃいます。 

私は２年前、福島県双葉郡を訪ねて被災地の現状を見るとともに、福島県内の小学校長と懇談して

きました。インフラの復旧、生活環境の整備、被災者の生活の再建など、復興は着実に進展していま

す。しかし、完了までに４０年以上かかると予想されている発電所の廃炉作業や、周辺地域では未だ帰

還困難区域が設定されているなど、地域社会が再び真の活気を取り戻すにはやるべきことが残ってい

るとも感じました。 

視察では震災遺構の浪江町立請戸
う け ど

小学校を見学しました。請戸小学校は海岸から３００ｍほどのと

ころにあり、その日、学校は高さ１５ｍの津波に襲われました。大きな揺れの後、教職員は津波が来るこ

とを察知し、避難所へは向かわずに、子どもたちを連れて学校の西約１ｋｍのところにある大平山とい

う小高い山を目指しました。車椅子の子は担任が負
お

ぶって。この的確な判断により、子どもたちは全員

助かりました。しかし、命は助かったものの家族と連絡が取れない子どもがいました。教員はその子と

ともに４日間、いくつもの避難所を回って家族を探したそうです。 

福島県の教職員は発災以降、「学校は復興の最大の拠点」を合言葉に、教育環境の復旧に全力を

尽くしてきました。未曽有の大災害に対して、教職員や学校が果たした役割が確かにあったのです。そ

して今、福島県の教職員が一番心配していることは、“急速に進む風化”と“根強い風評”です。このこ

とを知って、風化と風評に対しては私にもできることがあるのではないか、やらなければならないことが

あるのではないか、と強く思いました。教育に携わる者として、当時、福島第一原子力発電所でつくら

れた電力を使って生活していた者として。 

朝晩の冷え込みは続いていても梅のつぼみがほころび始めるこの季節、震災の記憶と教訓が次の

世代へと確かに息づいていくことを願いながら、「過去を知り、今を見つめ、未来を創る学び」を積み重

ねていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

自分や周りの人の「命」を守るために 
 

１月２３日（金）に、大地震を想定した避難訓練を行いました。 

一人ひとりが、今いる場所でどのように避難をしたらよいかを考

えて行動できるように、今回、子どもたちには訓練の実施時間を伝

えていませんでした。休み時間に緊急地震速報が流れると、教室、

廊下、校庭など、子どもたちはそれぞれの場所で落ち着いて避難行

動をとることができました。当日、煙体験・消火体験のために来校し

ていた緑消防署の署員さんからも、避難の様子についてお褒めの

言葉をいただきました。 

いざという時のため、普段から備えておくことは、大切な命を守る

ことにつながります。家や通学路など、学校以外の場所での避難の

仕方や避難場所などについても、ぜひ話題にしてみてください。 

【２月の行事予定】 ※予定は変更となる場合があります 

お知らせとお願い 
 

⑴ 転居（学区内の転居も含む）が決まりまし

たら、すぐに学校までご連絡をお願いいた

します。 

⑵ １～５年生のタブレットが入替となります。

後日手紙を配付しますが、持ち帰り同意書

のご提出をお願いいたします。タブレットは

卒業まで継続して使用しますので、大切に

扱うように、ご家庭でもお話しください。 

１月の安全点検の結果、学校の施設・設

備に特に異常はありませんでした。 

三室小学校ブログ  

教育活動の様子を、日々お知らせしていま

す。 

https://mimuro-e.saitama-

city.ed.jp/blog 

のぞいて 

みてね 

２月の生活目標 元気に体を動かそう 

第４回授業参観・懇談会について 
 

 

今年度最後の授業参観・懇談会を、以下の

日程で行います。子どもたちの一年間の成長

の様子を、ぜひご覧ください。 

 

２月２０日（金） 第６学年 

授業参観 １３時４５分～１４時３０分 

懇談会   １４時５０分～１５時２０分  

２月２４日（火） 第５学年・なかよし学級    

授業参観 １３時４５分～１４時３０分 

懇談会   １４時５０分～１５時２０分  

２月２６日（木） 第３学年・第４学年  

授業参観 １３時２５分～１４時１０分 

懇談会   １４時３０分～１５時００分  

２月２７日（金） 第１学年・第２学年 

授業参観 １３時４５分～１４時３０分 

懇談会   １４時５０分～１５時２０分  

 

詳細は、１月１３日（火）に配信した案内をご

確認ください。 

４年生は煙体験を通して火災発生時の避難姿勢

や避難の仕方を、５・６年生は消火体験を通して消

火器の正しい使い方を学ぶことができしました。 

【４年煙体験】 【５・６年消火体験】 

日 曜 朝

2/1 日

2 月 がんばりタイム
２～６年チャレンジスクール
学校給食費第７期（１２月分）口座振替日

SSW

3 火 G・Sタイム ５年金融教育（１～４校時）〈体育館〉

4 水 講話朝会
３年交通安全教室（5校時）
委員会

SSW

5 木
三室タイム
（縦わり遊び）

第3回学校運営協議会
歯みがきテスト配付

6 金
クラブ発表
（動画視聴）

7 土

8 日

9 月
クラブ発表
（動画視聴）

１年チャレンジスクール〈体育館〉 SSW

10 火 G・Sタイム 教育相談日 SC SSW

11 水 建国記念の日

12 木 学級タイム 感謝の会（１校時） SSW

13 金 体育朝会

14 土

15 日

16 月 読書タイム ３～６年G・S探究タイム（6時間授業） SSW

17 火 G・Sタイム
３年そろばん教室（２～４校時）
縦わり班お別れ会

18 水 音楽朝会

３年そろばん教室（２～４校時）
クラブ
３年クラブ見学

19 木 G・Sタイム

全学年5時間授業
３年そろばん教室（２～４校時）
金管ファイナルコンサート

20 金 G・Sタイム
３年そろばん教室（２～４校時）
６年授業参観・懇談会

SSW

21 土

22 日

23 月 天皇誕生日

24 火 G・Sタイム
４年木管楽器鑑賞教室（２・４校時）
5年・なかよし授業参観・懇談会

SC SSW

25 水 目標朝会
月曜時間割
クラブ

SSW

26 木 G・Sタイム ３・４年授業参観・懇談会 SSW

27 金 G・Sタイム １・２年授業参観・懇談会

28 土

行事


